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DiminishingAmountbySawing

挽 減 量 に つ い て

製材において一番問題 となる歩止 りに重要な

関係を有するものに挽減 り或は挽減量がある｡

しかし挽減量とは何であるかと言 うと,その概

念は充分わかっていなが らどうも明確に定義 さ

れていないようで卒る｡即ち挽減量がい くらと

いってもどのようなものをどうして測ったか不

明であることが多い｡

現在まで挽減量 として救われて来た量は 4種

類あるようである｡ それ らを挙げてみると

l･ 牧村によって減少した重量 AG(gr)

これは一番適確に挽減量というものを定義 し

且最 も測定の正確を期することが出来る｡ しか

し実際の測定には測定用天秤が相当の精度を要

し,また実用的な意味 とぴった りしないのでは

ないかと思われる｡

2. 第 1図における b｡(mm)1'

第 1図は巾 B｡なる材を鋸断 した場合に生ず

ると考えられる挽道を説明図として画いたもの

である｡図中の bo,すなわち挽材面を 完全に

飽仕上げした場合に減少する巾をもって挽減量

とする｡ これは実用的には一番適確な定養であ

ると思われるが,測定に際 しては正確な飽掛け

が必要であり,現場的でない｡

3. 第 1図における bln(mm)2)

第 1図において挽道の凹凸の平均的直線間の

距離 b,nをもって挽減量とするものである｡こ

の方法は実用的には鋸 目を少し入れ てみて材を

はづ し, この平均線を適当に定めて目測するわ

けであるが測定せんとする目標は最も穏当なも

のと考えられるが,相当の熟練を要するものと

考えられ,正確を期 し難い｡

Fig.1 Fig.2

4. 第 1園の Bo,第2図の B より得る

Bo-B-AB(mm)3)

これは挽材後双方の材を第 2図における如 く

合せてBを測定して Bo-B-ABをもって挽減

量 とするものである｡ これは現場的には最 も簡

単で実用しやすい方法ではあるが適確な意味で

の換減量を示しているかどうか疑問である｡

挽減量についての一実験

上述の4つの方法のうち 1),2),4)の三

つの方法による夫々の値 AG,bo,AB の3桓顎
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の値の相互関係が如何であるかを調べるために

行った-実験について述べる｡

供試材は厚さ (塊 巾)90mm, 長 さ 300m

mのスギ気乾材で使用した鋸は歯振量の異なる

3本の鋸 (文献(3)における No.1,No.2,No:

6)で測定器は容量 2kg,感度 lgrの天秤,

1/20mm 副尺付ノギスで同一の測定を各6回

づつ行ったその平均値を比較 したものが第 3-

第 5図である｡ 庸平均挽道巾 b (鋸厚(t)+2

×平均歯振量(S))と AG,b｡,AB了の関係を第

6-第 8図に示した｡

この実験結果についてみるに dG,bo,

AB,bの夫}<相互の間にほいづれも直線的

関係の存在することがわかる｡ すなわちい

づれの量を以って表 してもはぼ技減量の目

安 として採用することが出来るものと考え

られる｡

挽減量の定義 と測定方法

以上の実験結果は唯一例にすぎず,すべ

ての場合に上のような事が言えるとほ限 ら

ないかもしれないが,普通の場合には同様

のことがい える のでは ないかと考えられ

る｡そこで筆者は瑳減量の定蓑 と測定方法

として最 も一t般的に行われていると思われ

る第 4の方法によるABをもってしたいと

考えるが如何であろうか｡

すなわち挽いた材をしっか り強 く合せて

(数枚の板の場合は数枚全部合せて,あと

で挽道教で執る) これの巾を 1/10mm

の副尺付のノギスで材の両端附近阜中央部

と三 ヶ所測定してdB を出しその手カの平

均値をもって挽減量 とする｡
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